
2020年10月13日 

各 位                  

                           会 社 名   株 式 会 社 ポ プ ラ  

                              代表者名  代表取締役社長 目黒 俊治 

（ コード番号 7601 東証第１部） 

問い合せ先  取締役執行役員経営企画室長 大竹 修 

（ TEL 082－ 837－ 3510） 

 

 

（訂正）法定事前開示書類（会社分割）（株式会社ポプラリテール）の一部訂正について 

 

 2020年10月8日に公衆の縦覧に供した法定事前開示書類の記載について、以下のとおり訂正いたします。

訂正箇所は下線を付して表示しております。 

 

 

記 

 

（訂正前） 

吸収分割に係る事前開示書面 

（前略） 

7．分割会社及び承継会社の債務の履行の見込みに関する事項 

 本件分割については、下記の理由により、分割効力発生日以後に分割会社が負担すべき債務及び承継会社

が負担すべき債務（分割会社が本件分割により承継会社に承継させるものに限ります）につき履行の見込み

があると判断しております。 

① 分割会社の2020年2月末日現在の連結貸借対照表における資産の額は9,993百万円、負債の額は 8,403 

百万円、純資産の額は1,589百万円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じておりません。また、

本件分割により、分割会社が承継会社に承継させる資産の額は 0円、負債の額は0円となる見込みであり、

本件分割が分割会社に与える影響は軽微です。 

なお、分割会社は、2020年9月23日付で、株式会社ローソンとの間で、自己を分割会社とし、株式会社ロ

ーソンを承継会社とする吸収分割契約を締結し、本件分割に係る効力発生日と同日の2021年3月31日を効

力発生日として、吸収分割を行うことを予定しております。当該吸収分割において、株式会社ローソンが分

割会社から承継を受ける資産の額は、2021年2月末時点の見込みで、755百万円、負債の額は23百万円を

予定しております。 

（後略） 

 

 

（訂正後） 

吸収分割に係る事前開示書面 

（前略） 

7．分割会社及び承継会社の債務の履行の見込みに関する事項 

 本件分割については、下記の理由により、分割効力発生日以後に分割会社が負担すべき債務及び承継会社

が負担すべき債務（分割会社が本件分割により承継会社に承継させるものに限ります）につき履行の見込み

があると判断しております。 



① 分割会社の2020年2月末日現在の連結貸借対照表における資産の額は9,993百万円、負債の額は 8,403 

百万円、純資産の額は1,589百万円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じておりません。また、

本件分割により、分割会社が承継会社に承継させる資産の額は 0円、負債の額は0円となる見込みであり、

本件分割が分割会社に与える影響は軽微です。 

なお、分割会社は、2020年9月23日付で、株式会社ローソンとの間で、自己を分割会社とし、株式会社ロ

ーソンを承継会社とする吸収分割契約を締結し、本件分割に係る効力発生日と同日の2021年3月1日を効

力発生日として、吸収分割を行うことを予定しております。当該吸収分割において、株式会社ローソンが分

割会社から承継を受ける資産の額は、2021年2月末時点の見込みで、755百万円、負債の額は23百万円を

予定しております。 

（後略） 

 

以上 



会社分割に関する事前備置書類 

 

 

 

 

 

 

株式会社ポプラ 

株式会社ポプラリテール 



令和 2 年 10 月 7 日 

各位 

広島県広島市安佐北区安佐町大字久地 665 番地の 1 

株式会社ポプラ 

代表取締役社長 目黒 俊治 

 

広島県広島市南区宇品西 4丁目 3番 24 号 

 株式会社ポプラリテール 

 代表取締役社長 目黒 俊治 

 

吸収分割に係る事前開示書面 

 

（分割会社/会社法第 782 条第 1項及び会社法施行規則第 183 条に基づく事前備置書面） 

（承継会社/会社法第 794 条第 1項及び会社法施行規則第 192 条に基づく事前備置書面） 

 

1. 吸収分割契約の内容 

株式会社ポプラ（以下「分割会社」といいます）及び株式会社ポプラリテール（以下「承継会社」

といいます）が 2020 年 9 月 23 日付で締結した吸収分割契約の内容は、別紙 1のとおりです。 

なお、本件分割は、分割会社においては会社法第 784 条第 2 項に定める簡易分割となり、承継会

社においては会社法第 796 条第 1項に定める略式分割となります。 

 

2. 分割対価の定めの相当性等に関する事項 

本件分割に際して、承継会社は分割会社の完全子会社であることから、株式その他の金銭等を交

付しません。また、承継会社において資本金及び準備金の額は変動しません。 

 

3. 株式を分割会社の株主に交付する旨の決議に関する事項 

該当事項はありません。 

 

4. 新株予約権の定めの相当性に関する事項 

該当事項はありません。 

 

5. 分割会社についての次に掲げる事項 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等の内容 

別紙 2 のとおりです。 

(2) 臨時計算書類等があるときは、当該臨時計算書類等の内容 

該当事項はありません。 

(3) 最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要

な影響を与える事象が生じたときは、その内容 

該当事項はありません。 

 



6. 承継会社についての次に掲げる事項 

承継会社は 2020 年 9 月 10 日に設立された会社であるため、最終事業年度が存在しません。承継

会社の成立の日における貸借対照表等は次のとおりです。 

(1) 成立の日における貸借対照表 

別紙 3 のとおりです。 

(2) 臨時計算書類等があるときは、当該臨時計算書類等の内容 

該当事項はありません。 

(3) 成立の日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産に重要な影響を与える事

象が生じたときは、その内容 

    該当事項はありません。 

 

7. 分割会社及び承継会社の債務の履行の見込みに関する事項 

本件分割については、下記の理由により、分割効力発生日以後に分割会社が負担すべき債務及び

承継会社が負担すべき債務（分割会社が本件分割により承継会社に承継させるものに限ります）に

つき履行の見込みがあると判断しております。 

① 分割会社の 2020 年 2 月末日現在の連結貸借対照表における資産の額は 9,993 百万円、負債の額

は 8,403 百万円、純資産の額は 1,589 百万円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じ

ておりません。また、本件分割により、分割会社が承継会社に承継させる資産の額は 0 円、負

債の額は 0円となる見込みであり、本件分割が分割会社に与える影響は軽微です。 

なお、分割会社は、2020 年 9 月 23 日付で、株式会社ローソンとの間で、自己を分割会社とし、

株式会社ローソンを承継会社とする吸収分割契約を締結し、本件分割に係る効力発生日と同日

の 2021 年 3 月 1日を効力発生日として、吸収分割を行うことを予定しております。当該吸収分

割において、株式会社ローソンが分割会社から承継を受ける資産の額は、2021 年 2 月末時点の

見込みで、755 百万円、負債の額は 23 百万円を予定しております。 

② 承継会社の設立時（2020 年 9 月 10 日）の貸借対照表における資産の額は 10 百万円、負債の額

は 0円、純資産の額は 10 百万円であり、その後、これらの額に重大な変動は生じておりません。

また、分割会社が承継会社に承継させる資産及び負債の額は上記①のとおりです。 

以上より、本件分割後における承継会社の資産の額は、負債の額を十分に上回る見込みです。 

 

以上 

  




































































































